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研究成果概要 

本研究では、京都大学化学研究所スーパーコ

ンピュータシステムを利用し、大規模に蓄積され

た木本種の分布データを統合して、東アジア島

嶼部の自然林における木本各種の個体数を網

羅的・広域的に推定した。得られた推定値に基

づき、木本種の個体数や多様度指数などの特性

を 10km 平方の解像度で評価し、地図化すること

ができた（右図：上から、木本の総個体数、種数、

シャノンの多様度指数の推定値を表す）。また、

地理的なスケールで木本各種の個体数を網羅的

に評価できたことにより、進化的背景の異なる生

物地理区ごとに、木本種の多様化の過程を推測

することが可能となった。さらに、推定された各種

の個体数と分布面積に基づき、国内レッドリスト

（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）にお

けるランク付けの妥当性を評価した。 
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